武生商工会議所会員事業所従業員表彰規則

（目　的）

第１条　この規則は、武生商工会議所（以下「商工会議所」という）の会員事業所に

　　　　勤務する従業員に対して行う表彰について必要な事項を定めるものとする。

（表彰の基準）

第２条　従業員の表彰は、次の各号のいずれかに該当する者に対して審査の上これ

　　　　を行う。

　　１．同一の会員事業所に従業員として１０年以上勤務して業務に精励、誠実で

　　　　功労があり、他の模範と認められる者

　　２．前項の規定による表彰を受けた者であって、当該表彰を受けた日から１０

　　　　年以上引き続き同一の会員事業所に就業している者

　　３．審査委員会で以下の項目に該当し、特に優秀と認められた者

　　　　（１）社会的功績があって、事業所の名誉を高めた者

　　　　（２）事業所の災害等に際し、特別の功労があった者

　　　　（３）業務上有益な発明・発見・改良等を考案し功績があった者

　　　　（４）業務上有益で他の模範となる資格・免許を取得した者

（表彰の名称）

第３条　従業員の表彰は、優良従業員表彰とする。

（表彰の申請）

第４条　従業員の表彰は、商工会議所会員事業所の事業主が別紙様式１に従って申

　　　　請するものとする。

（表彰の決定）

第５条　前条の申請により審査委員会において審査を行い、常議員会の承認を得て

　　　　決定するものとする。

（表彰の申請制限）

第６条　第５条における商工会議所会員事業所からの表彰者申請は、次の区分によ

　　　　り制限する。

会員事業所従業員数
申請者数

１人～２００人未満
３名以内

２００人以上～３００人未満
４名以内

３００人以上
５名以内

（連名による表彰）　

第７条　次に掲げる申請者に対しては、日本商工会議所（以下「日商」という）、

　　　　並びに福井県商工会議所連合会（以下「県商議連」という）との連名にて

　　　　表彰することができる。

　　（１）日商との連名表彰・・・・・・・・勤続３０年以上に亘る者　　　

　　（２）県商議連との連名表彰・・・・・・勤続２０年以上３０年未満に亘る者

（表彰時期）

第８条　従業員の表彰時期は、毎年１１月２３日の「勤労感謝の日」にこれを行う。

　　　　尚、諸般の事情により変更することができる。

（勤続年数の計算）

第９条

　　１．従業員の表彰における勤続年数の計算は、毎年１０月３１日を以って何年

　　　　何ヵ月と計算する。ただし、１ヵ月未満の端数の日数はこれを切り捨てる。

　　２．勤務事業所における合併、営業譲渡又は組織商号、内容等の変更があって

　　　　も事実上同一事業所が存続し、引き続き勤務する場合は勤続年数は中断し

　　　　ない。

（表彰の方法）

第１０条　表彰は、表彰状のほかに記念品を贈呈してこれを行う。

（負担金）

第１１条　表彰に要する経費の一部に充てるために、被表彰者の所属する事業主から

　　　　負担金を徴収することができる。

（表彰の取り消し）

第１２条　表彰の申請書その他から被表彰者の経歴書等の添付書面に不実の記載があ

　　　　ることが判明した時は、直ちに表彰を取り消すものとする。

（会費未納事業所の扱い）

第１３条　当該年度会費未納の事業所から被表彰者の推薦はこれを受け付けない。

（委任）

第１４条　この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事項は会頭が

　　　　別に定める。

（附則）

　　　　この規則は平成１０年１０月１日から施行する。

　　　　但し、昭和５７年１０月１日に公布した武生商工会議所従業員表彰規則は　　　　

　　　　当該規則（武生商工会議所会員事業所従業員表彰規則）の発行と同時に廃

　　　　止する。

